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１．物質に関する基本的事項 

（1） 分子式・分子量・構造式 

物質名： 酢酸ビニルモノマー 
（別の呼称：酢酸ビニル、ビニルアセテート） 
CAS番号：108-05-4 
分子式：C4 H6 O2 
分子量：86.09 
構造式： 

  

（2） 物理化学的性状  

本物質は、無色透明の液体である。初めは快臭に感じるが、刺すような刺激臭となる 1) 。

光 2)  等によって容易に重合する 3) 。 
融点 -93.2  ℃ 4)  

沸点 72.7℃ 3)  

比重 0.932（20 ℃）3)  

蒸気圧 90.2 mmHg（25 ℃）5)  

換算係数 1 ppm = 3.52 mg/m3 at 25 ℃, 気体（計算値） 

分配係数（1-ｵｸﾀﾉｰﾙ/水）(logPow) 0.73（計算値）6)  

加水分解性 
酢酸とアセトアルデヒトに分解される 2) 。pH 4.4にお
いて最も安定 1) 。加水分解半減期 7.3 日（25 ℃、pH 
7）、pHの上昇に伴い加水分解速度は上昇 7)  

解離定数 水存在下で解離する基をもたない 8)  

水溶性 20.0 g/L（20 ℃）9)  

（3） 環境運命に関する基礎的事項 

本物質の分解性および濃縮性は次の通りである。 

分解性 
好気的：好気的下水、好気的土壌によって容易に分解（初濃度 20 mM を、それぞれ

7.5 時間、26 時間でほぼ完全に一次分解）10)  
嫌気的：嫌気的下水によって容易に分解（初濃度 20 mM を、それぞれ 5 時間、26 時

間でほぼ完全に一次分解）10)  
非生物的： 
（OHラジカルとの反応性）：大気中半減期 14.5 時間 11)  
（直接光分解）：波長 250nmを超える紫外線を吸収しないので、普通は進行しないと
考えられる 1)  

BODから算出した分解度： 
90%（試験期間：28日、被験物質：100 mg/L、活性汚泥：30 mg/L）12)  
濃縮性：水棲生物における生物濃縮性は低いと推定される 13)  

［８］ 酢酸ビニルモノマー 
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生物濃縮係数（BCF）：2（計算値）14)  

（4） 製造輸入量及び用途 15)  

① 生産量・輸入量等 

本物質の平成 12年における国内生産量は 588,786t、輸入量は 20,440t、輸出量は 71,131tで
あった。国内生産･流通量の推移を下図に示した。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

② 用 途 

本物質の主な用途は、酢酸ビニルモノマーとして、ポリ酢酸ポリマー原料となる他、エチ

レン、スチレン、アクリレート、メタクリレートとの共重合ポリマー原料である。 
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２．暴露評価 

環境リスクの初期評価のため、わが国の一般的な国民の健康や、水生生物の生存・生育を

確保する観点から、実測データをもとに基本的には特定の排出源の影響を受けていない一般

環境等からの暴露を評価することとし、安全側に立った評価の観点からその大部分がカバー

される高濃度側のデータによって暴露量の評価を行った。原則として統計的検定の実施を含

めデータの信頼性を確認した上で最大濃度を評価に用いている。 

（1） 環境中分布の予測 

本物質の環境中の分布について、各環境媒体間への移行量の比率を EUSESモデルを用いて
算出した結果を表 2.1に示す。なお、モデル計算においては、面積 2,400 km2、人口約 800万
人のモデル地域を設定して予測を行った 1)。 

 
表 2.1 各媒体間の分布予測結果 
 分布量(％) 

 大   気 
 水   質   
 土   壌 
 底   質 

     98.0 
      0.8 
      1.1 
      0.02 

 

（2） 各媒体中の存在量の概要 

本物質の環境中等の濃度について情報の整理を行った。各媒体ごとにデータの信頼性が確

認された調査例のうち、より広範囲の地域で調査が実施されたものを抽出した結果を表 2.2
に示す。 

 
表 2.2 各媒体中の存在状況 

媒体 
幾何 

平均値 

算術 

平均値

最小値 最大値 検出 

下限値

検出率 調査 

地域 

測定年 文献

 

一般環境大気           µg/m3 

 

地下水               µg/L 

 

公共用水域・淡水       µg/L 

           

公共用水域・海水       µg/L 

 

 

0.097 

 

0.067 

 

<0.05 

 

<0.05 

 

0.30 

 

0.083 

 

<0.05 

 

<0.05 

 

<0.12 

 

<0.05 

 

<0.05 

 

 

2.9 

 

0.18 

 

0.11 

 

 

0.12 

 

0.05 

 

0.05 

 

0.05 

 

5/12 

 

10/13 

 

3/65 

 

0/11 

 

全国 

 

全国 

 

全国 

 

全国 

 

2000

 

2000

 

2000

 

2000

 

2 

 

3 

 

3 

 

3 
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（3） 人に対する暴露の推定（一日暴露量の予測最大量） 

空気（一般環境大気及び室内空気）及び地下水の実測値を用いて、人に対する暴露の推定

を行った（表 2.3）。化学物質の人による一日暴露量の算出に際しては、人の１日の呼吸量、
飲水量及び食事量をそれぞれ 15 m3、2L及び 2,000 gと仮定し、体重を 50 kgと仮定している。 

 
表 2.3 各媒体中濃度と一日暴露量 

 媒 体 濃   度 一日暴露量 

 
 
 
 
平 
 
 
均 
 
 
 

大 気 
 一般環境大気 
 室内空気 
 
水 質 
 飲料水 
 地下水 
 公共用水域・淡水 
 
食 物 
 
土 壌 

 
0.097 µg/m3程度 (2000) 
データは得られなかった 
 
 
データは得られなかった 
0.067 µg/L程度 (2000) 
0.05 µg/L未満 (2000) 
 
データは得られなかった 
 
データは得られなかった 

 
0.029 µg/kg/day程度 
データは得られなかった 
 
 
データは得られなかった 
0.0027 µg/kg/day程度 
0.002 µg/kg/day未満 
 
データは得られなかった 
 
データは得られなかった 

 
 
 
最 
大 
値 
等 

大 気 
 一般環境大気 
 室内空気 
 
水 質 
 飲料水 
 地下水 
 公共用水域・淡水 
 
食 物 
 
土 壌 

 
2.9 µg/m3程度 (2000) 
データは得られなかった 
 
 
データは得られなかった 
0.18 µg/L程度 (2000) 
0.11 µg/L程度 (2000) 
 
データは得られなかった 
 
データは得られなかった 

 
0.87 µg/kg/day程度 
データは得られなかった 
 
 
データは得られなかった 
0.0072 µg/kg/day程度 
0.0044 µg/kg/day程度 
 
データは得られなかった 
 
データは得られなかった 

 
人の一日暴露量の集計結果を表 2.4 に示す。吸入暴露の一日暴露量の予測最大量は、0.87 

µg/kg/day程度（濃度としては 2.9 µg/m3程度）であった。 
経口暴露による一日暴露量の予測最大量は、井戸水（地下水）を常時摂取すると仮定した

場合で 0.0072 µg/kg/dayであった。なお、食物及び土壌については、環境中分布のモデル予測
結果等から、これら媒体からの暴露量は少ないと推定された。 
総暴露量を一般環境大気及び地下水のデータから推定すると、一日暴露量の予測最大量は

0.88 µg/kg/dayであった。 
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表 2.4 人の一日暴露量 
平   均 予 測 最 大 量   

暴露量(µg/kg/day) 暴露量(µg/kg/day) 
 一般環境大気      0.029       0.87    大気 
 室内空気                
 飲料水       

 地下水      0.0027       0.0072 
 
   水質 

 公共用水域・淡水     (0.002)     （0.0044） 
   食物              
   土壌              
   経口暴露量合計      0.0027       0.0072 
   総暴露量      0.03622       0.8772 

注：1）アンダーラインは不検出データによる暴露量を示す。 
       2）（ ）内の数字は経口暴露量合計の算出に用いていない。 

（4） 水生生物に対する暴露の推定（水質に係る予測環境中濃度：PEC） 

本物質の水生生物に対する暴露の推定の観点から、水質中濃度を表 2.5のように整理した。
水質について安全側の評価値として予測環境中濃度（PEC）を設定すると、公共用水域の淡
水域では 0.11 µg/L程度、同海水域では 0.05 µg/L程度となった。 

 
表 2.5 水質中の濃度 
平    均 最 大 値 等 媒 体 

濃    度 濃   度 

水 質 
  公共用水域・淡水
 
  公共用水域・海水

 
0.05 µg/L未満(2000) 
 
0.05 µg/L未満(2000) 

               
0.11 µg/L程度(2000) 
 
0.05 µg/L未満(2000) 

注：公共用水域･淡水は､河川河口域を含む｡ 
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３．健康リスクの初期評価 

健康リスクの初期評価として、ヒトに対する化学物質の影響（内分泌かく乱作用に関する

ものを除く）についてのリスク評価を行った。 

（1） 一般毒性及び生殖・発生毒性 

① 急性毒性 1)  

表 3.1 急性毒性 
動物種 経路 致死量、中毒量等 
ラット 経口  LD50  2,900 mg/kg 
マウス 経口  LD50  1,600 mg/kg 
ラット 吸入  LC50 11,400 mg/m3 (4hr) 
マウス 吸入  LC50  1,550 ppm［ 5,460 mg/m3］(4hr) 
モルモット 吸入  LCLo  6,200 ppm［21,820 mg/m3］(4hr) 
ウサギ 吸入  LC50  2,500 ppm［ 8,800 mg/m3］(4hr) 
注：（ ）内の時間は暴露時間を示す。 

本物質は粘膜・皮膚を刺激し、高濃度では皮膚脱脂、麻酔作用がある 2) 。 

② 中・長期毒性  

ア）Sprague-Dawleyラット及び CD-1マウス雌雄各 90匹を 1群とし、0、176、704、2,113 mg/m3

を 104週間（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、ラットでは 2,113 mg/m3群で体重増加の

抑制、嗅上皮の化生及び萎縮、鼻甲介上皮の変性、気管支上皮の細胞剥離及び線維状突起、

肺のマクロファージ集蔟の有意な発生を認めた。一方、704 mg/m3群では嗅上皮の化生及び

萎縮が一部にみられた。マウスでは 704 mg/m3以上の群で嗅上皮及び粘膜下腺の萎縮の有

意な発生を認め、さらに 2,113 mg/m3群では気管上皮の過形成、気管支上皮細胞の剥離、扁

平化、体重増加の抑制、肝臓、心臓、腎臓の重量増加などの有意な発生を認めた。これら

の結果から、NOAELは 176 mg/m3（暴露状況での補正：31 mg/m3）であった 3，4，5，6) 。 
イ）CD-1マウス雌雄各 10匹を 1群とし、0、176、704、3,520 mg/m3を 13週間（6時間/日、

5日/週）吸入させた結果、704 mg/m3以上の群で用量に依存した巣状肺炎及び鼻腔にび慢性

の炎症を認めたが、704 mg/m3群での影響は軽微であった。この結果から、LOAEL は 704 
mg/m3（暴露状況での補正：126 mg/m3）であった 7) 。 
ウ）Swissラット雌雄各 60匹を 1群とし、0、200、1,000、5,000 µl/L（雄：0、10、47、202 mg/kg/day、
雌：0、16、76、302 mg/kg/day）を飲水に添加して 104 週間経口投与した結果、1,000µl/L
以上の群で用量に依存した摂水量の減少、5,000µl/L群で摂餌量及び体重の減少がみられた
が、血液や病理組織などには影響を認めなかった 8) 。 

③ 生殖・発生毒性 

Sprague-Dawleyラット雌雄各 18～36匹を 1群とし、0、200、1,000、5,000 µl/L（雄：0、28、
139、693 mg/kg/day、雌：0、20、152、760 mg/kg/day）を交尾前 10週から授乳期まで飲水に
添加して経口投与した結果、5,000 µl/L群の出生仔で有意な体重減少を認めた以外には、仔へ
の影響を認めなかった。この結果から、NOAELは 139 mg/kg/dayであった 9) 。 
ラット雌 24匹を 1群とし、0、182、696、3,533 mg/m3を妊娠 6日目から 15日目まで吸入
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（6時間/日）させた結果、3,533 mg/m3群の母ラットで有意な体重増加の抑制、胎仔で胸骨及

び後頭骨の骨化遅延の有意な発生を認め、仔の成長遅延（体重・頭尾長）もみられた。この

結果から、NOAELは 696 mg/m3（暴露状況で補正：174 mg/m3）であった 10) 。 
Crl:CD(SD)BRラット雌雄各 23～24匹を 1群とし、妊娠 6日目から 15日目までの暴露量が

0、25、100、500 mg/kg/dayとなるように、0、200、1,000、5,000 µl/Lを飲水に添加して経口
投与、または 0、176、704、3,519 mg/m3を吸入（6時間/日）させた結果、経口投与群では母
ラット及び胎仔への影響を認めなかったが、吸入曝露群では 3,519 mg/m3群の母ラットで体重

増加の抑制、胎仔で成長遅延（体重・頭尾長）及び骨化遅延の発生率の有意な増加を認めた。

この結果から、NOAELは経口投与群で 5,000 µl/L（500 mg/kg/day）以上、吸入暴露群で 704 
mg/m3（暴露状況で補正：176 mg/m3）であった 12) 。 

④ ヒトへの影響 

本物質を生産する化学工場の 3 つの設備ユニットで、時間加重平均濃度 28.9、18.3、27.1 
mg/m3の暴露を受けた 21 人の労働者（平均勤続年数 15.2 年）及び非暴露の労働者を対象に、
過去の医療記録のレビューと検診（胸部Ｘ線、血液、心電図、尿）を実施した結果、本物質

の暴露に伴う有害な影響を認めなかった。また、ボランティアを対象にした暴露実験では、

76mg/m3で耐え難い目への刺激と上気道の炎症がみられ、1.4 mg/m3で臭気を感知した 12) 。 

（2） 発がん性 

① 発がん性に関する知見の概要 

Fischer 344ラット雌雄各 50匹を 1群とし、0、400、2,000、10,000 µl/Lを飲水に添加して
104週間経口投与した結果、雄では 10,000 µl/L群で口腔の扁平上皮乳頭腫及び扁平上皮がん、
雌では 400 µl/L以上の群で口腔の扁平上皮がん、10,000 µl/L群で食道の扁平上皮がんの発生
を認めた。また、BDF1マウス雌雄 50匹を 1群とし、0、400、2,000、10,000 µl/Lを飲水に添
加して 104週間経口投与した結果、10,000 µl/L群の雌雄で口腔及び前胃の扁平上皮乳頭腫及
び扁平上皮がん、食道及び喉頭の扁平上皮がん、2,000 µl/L群の雌で食道の扁平上皮乳頭腫及
び喉頭の扁平上皮がんの発生を認めた 13，14) 。 

Swissマウス雌雄各 60匹を 1群とし、0、176、704、2,112 mg/m3を 104週間吸入（6時間/
日）させた結果、176mg/m3以上の群で体重増加の抑制を認めたが、生残率に影響はなく、暴

露に関連した腫瘍の発生も認めなかった。一方、Sprague-Dawleyラット雌雄 60匹を 1群とし、
0、176、704、2,112 mg/m3を 104 週間吸入（6 時間/日）させた結果、生残率に影響はなかっ
たものの、2,112 mg/m3群の雌雄で体重増加の抑制、鼻腔の扁平上皮がん、704 mg/m3以上の

群の雄で鼻腔の乳頭腫、2,112 mg/m3群の雄で鼻腔の上皮内がんの発生を認めた。また、2,112 
mg/m3群の雄では鼻腔の総腫瘍発生率が有意に増加していた 6) 。 
アメリカの大規模な化学工場及び研究・開発センターの 2ヶ所に 1940年から 1970年まで
勤務した 29,139人の男性労働者を対象にしたケースコントロール調査では、21種類の化学物
質について評価が行われており、非ホジキンリンパ腫で死亡した 52 人中の 7 人（オッズ比
1.2）、多発性骨髄腫で死亡した 20 人中の 3 人（同 1.6）、非リンパ性白血病で死亡した 39 人
中の 2人（同 0.5）、リンパ性白血病で死亡した 18人中の 2人（同 1.8）が本物質の潜在的な
暴露労働者であったと報告されている 15) 。 
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詳細な評価を行う
候補と考えられる。

現時点では作業は必要
ないと考えられる。

情報収集に努める必要
があると考えられる。

MOE＝10 MOE＝100［ 判定基準 ］

なお、本物質はヒト及び動物の血中及び組織中で加水分解され、速やかにアセトアルデヒ

ドと酢酸に変換されるため、動物実験での発がん性は代謝物のアセトアルデヒドに起因する

ものと考えられている 16，17) 。 

② 発がんリスク評価の必要性 

実験動物では限られた証拠しかなく、ヒトでの発がん性に関しても十分な証拠はないが、

本物質の代謝物であるアセトアルデヒドとの関連から、IARC の評価では 2B（ヒトに対して
発がん性が有るかもしれない）に分類されている 17) 。このため、発がん性に関する定性的な

評価を別途実施している。 

（3） 無毒性量（NOAEL）等の設定 

経口暴露については、信頼性のあるデータが得られなかった。 
吸入暴露については、ラット・マウスの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 176 mg/m3

（嗅上皮の化生変化及び萎縮など）が信頼性のある最小値であることから同値を採用し、こ

れを暴露状況での補正した 31 mg/m3を無毒性量等として設定する。 

（4） 健康リスクの初期評価結果 

表 3.2 健康リスクの初期評価結果 
暴露量 

暴露経路 
平均値 予測最大量 

無毒性量等 MOE 

飲料水 － － － 
経口 
地下水 0.0027 µg/kg/day 0.0072 µg/kg/day

－ － 
－ 

環境大気 0.097 µg/m3 2.9 µg/m3 1,100 
吸入 
室内空気 － － 

31 mg/m3 ラット・マウス 
－ 

注：飲料水、地下水とは、経口暴露量のうち、水からの暴露量を求める際に用いた媒体を示す。 

 
 
 
 
吸入暴露については、一般環境大気中の濃度についてみると、平均値で 0.097 µg/m3、予測

最大量で 2.9 µg/m3であった。動物実験結果より設定された無毒性量等 31 mg/m3と予測最大量

から求めたMOE（Margin of Exposure）は 1,100となるため、一般環境大気の吸入暴露による
健康リスクについては現時点では作業は必要ないと考えられる。 
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４．生態リスクの初期評価 

生態リスクの初期評価として、水生生物に対する化学物質の影響（内分泌撹乱作用に関す

るものを除く）についてのリスク評価を行った。 

（1） 生態毒性の概要 

本物質の水生生物に対する影響濃度に関する知見の収集を行い、その信頼性を確認したも

のについて生物群、毒性分類別に整理すると表 4.1のとおりとなる。 
 

表 4.1 生態毒性の概要 
信頼性 

生物種 急性 慢性 
毒性値 

[µg/L] 
生物名 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ

/影響内容

暴露期間 

[日] a b c 
Ref.
No. 

藻類   35,000 Anacystis aeruginosa TT    POP 8   ○ 15134

   370,000 Scenedesmus quadricauda TT    POP 3   ○ 5303

   370,000 Scenedesmus quadricauda TT    POP 8   ○ 15134

甲殻類 ○  45,000 Artemia salina TLm  MOR 1  ○  2408

 ○  52,000 Daphnia magna EC50  NOC 1  ○  707

魚類 ○  14,000 Pimephales promelas TLm  MOR 4  ○  728

 ○  18,000 Lepomis macrochirus TLm  MOR 4  ○  728

 ○  19,730 Pimephales promelas TLm  MOR 4  ○  728

 ○  31,080 Poecilia reticulata TLm  MOR 4  ○  728

 ○  42,330 Carassius auratus TLm  MOR 4  ○  728

 ○  >100,000 Platichthys flesus flesus LC50  MOR 2   ○ 9258

 ○  >100,000 Platichthys flesus LC50  MOR 2   ○ 906

その他 ○  81,000 Entosiphon sulcatum TT    POP 3   ○ 5303

 ○  330,000～ 
1,000,000 Asterias rubens LC50  MOR 2   ○ 906

太字の毒性値は、PNEC算出の際に参照した知見として本文で言及したもの、下線を付した毒性値は PNEC算出
の根拠として採用されたものを示す。 
信頼性）ａ：毒性値は信頼できる値である、ｂ：ある程度信頼できる値である、 
        ｃ：毒性値の信頼性は低いあるいは不明 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ）EC50（Median Effective Concentration）: 半数影響濃度、LC50（Median Lethal Concentration）: 
半数致死濃度、TLm（Median Tolerance Limit）: 半数生存限界濃度、TT(Toxicity Threshold)：増殖阻害初
期濃度 
影響内容）MOR（Mortality）: 死亡、NOC（No Group Code）: 影響内容不明、POP（Population）: 個
体群の変化 

（2） 予測無影響濃度（PNEC）の設定 

急性毒性値及び慢性毒性値のそれぞれについて、信頼できる知見のうち生物群ごとに値の

最も低いものを整理し、そのうち最も低い値に対して情報量に応じたアセスメント係数を適

用することにより、予測無影響濃度（PNEC）を求めた。 

急性毒性値については、甲殻類では Artemia salinaに対する 24時間半数生存限界濃度（TLm）
が 45,000 g/L、魚類ではPimephales promelasに対する 96時間半数生存限界濃度（TLm）が 14,000 
µg/Lであった。急性毒性値について 2生物群（甲殻類及び魚類）の信頼できる知見が得られ
たため、アセスメント係数として 1,000 を用いることとし、上記の毒性値のうち、最も低い
値（魚類の 14,000 µg/L）にこれを適用することにより、急性毒性値による PNECとして 14 µg/L
が得られた。 

慢性毒性値については、信頼できるデータが得られなかった。 
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詳細な評価を行う
候補と考えられる。

現時点では作業は必要
ないと考えられる。

情報収集に努める必要
があると考えられる。

PEC/PNEC＝0.1 PEC/PNEC＝1［ 判定基準 ］

本物質の PNECとしては、魚類の急性毒性値をアセスメント係数 1,000で除した 14 µg/Lを
採用する。 

（3） 生態リスクの初期評価結果 

表 4.2 生態リスクの初期評価結果 

媒体 平均濃度 最大値[95 ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ値] 
濃度（PEC） 

PNEC PEC/ 
PNEC比

公共用水域・淡水域 0.05µg/L未満(2000) 0.11µg/L程度(2000)  0.008 水

質 公共用水域・海水域 0.05µg/L未満(2000) 0.05µg/L未満(2000) 

14 
µg/L  <0.004

 注：1）環境中濃度での（ ）内の数値は測点年を示す。 
      2）公共用水域･淡水は､河川河口域を含む｡ 

 

 
 
 
 
本物質の公共用水域における濃度は、平均濃度でみると淡水域・海水域ともに 0.05µg/L未
満で検出下限値未満であった。安全側の評価値として設定された予測環境中濃度（PEC）は、
淡水域で 0.11µg/L程度、海水域は 0.05µg/L程度であった。 
予測環境中濃度（PEC）と予測無影響濃度（PNEC）の比は、淡水域では 0.008、海水域で
は 0.004未満となるため、現時点では作業は必要ないと考えられる。 
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